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難
民
と
は
近
代
主
権
国
家
の
枠

組
み
か
ら
は
ず
れ
、
国
家
の
保
護

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
た

ち
で
あ
る
。
そ
の
シ
ン
ボ
ル
は
パ

ス
ポ
ー
ト
を
持
て
な
い
こ
と
だ
。

「
人
権
と
は
そ
の
存
在
を
認
め
る

こ
と
」
が
第
一
義
で
あ
り
、
難
民

の
存
在
を
認
め
る
こ
と
か
ら
難
民

の
人
権
は
確
保
さ
れ
る
。

　
人
権
の
基
本
は
「
存
在
の
認
知
」

で
あ
り
、
人
権
の
失
わ
れ
た
状
態

は
次
の
３
点
に
集
約
さ
れ
る
。

　
（
―
）
誰
も
あ
な
た
に
関
心
を
持

っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
（
２
）
誰
も
あ
な
た
を
必
要
と
し
て
い

ま
せ
ん
。

　
（
３
）
誰
も
あ
な
た
の
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
せ
ん
。

　
難
民
の
支
援
と
は
、
以
上
の
３
点
に

　
　
　
要
約
さ
れ
る
「
喪
失
さ
れ
た

人
権
」
を
支
え
る
こ
と
で
あ

る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
世
界
へ
「
人

柚
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
送
る

具
体
的
な
提
案
が
、
国
民
直

接
参
加
型
の
「
難
民
支
援
協

力
隊
構
想
」
で
あ
り
、
そ
の

回
的
と
し
て
次
の
３
点
が
挙

げ
ら
れ
る
。

　
（
Ａ
）
世
界
中
の
難
民
の

存
在
を
一
般
の
人
た
ち
（
国

民
）
に
発
信
す
る
。

　
（
Ｂ
）
難
民
と
一
般
の
人

た
ち
と
の
直
接
接
触
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

推
進
す
る
。

　
　
（
Ｃ
）
難
民
と
一
般
の
人
た
ち
の
小

さ
な
相
互
扶
助
を
推
進
す
る
。

　
当
然
、
難
民
午
ャ
ン
プ
で
の
難
氏
と

の
共
同
生
活
が
基
本
と
な
る
。
隊
員
を

支
え
る
後
方
体
制
は
不
可
欠
で
あ
り
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
支
部
と
姉
妹
団
体
が
そ
の

役
割
を
受
け
持
ち
た
い
。

　
2
0
世
紀
は
「
権
威
あ
る
代
理
制
」
の

時
代
だ
っ
た
が
、
2
1
世
紀
は
「
個
人
の

参
加
」
の
時
代
だ
。
日
本
の
人
た
ち
が

自
分
の
思
い
で
難
民
と
接
点
を
持
ち
、

難
民
の
思
い
を
直
接
共
有
し
、
個
人
の

意
思
を
発
動
す
る
こ
と
か
ら
第
一
歩
が

始
ま
る
。
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
始
ま

り
で
あ
る
。

　
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
代
表
、
題

字
は
筆
者
）

難民支援協力隊構想
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